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On the Suitability of Unutilized Woods for Shiitake Bed-logs
Jun KIsHIMOTO*, Naoki NIsHINO*, TOmoyasu SAKUNO*
and lkuo FuRUKAllTA*
Recently, there has been a shortage of Shiitake(L92ιttvs θJοJ9s)bed―10gs
in every district of 」apan.  On the other hand, studies on the potential use
of poor―quality hardlvOOds and the softll・oods frOm thinning operations are
made.  In this paper,  the suitability of unutilized woods for Shiitake bed_
logs is described.
The results obtained are as fonows i Niseakashia (■οbj″サα ps92じο―αcαc,α)
is usable for Shiitake bed―logs frOm the viel17points of gro、vth dex, mycelial
density, thickness of bark and amount of accum■lation,
Inhibitory substances 、vere mainly present in the ethanol―benzene cx r ctives
obtained from the sapwoodS of softwoods.  Karamatsu(LαTJπ ′ぞpとοJθpJs)and
Sugi(CTypιοη θTどα ブ叩 ο2'Cα)Can be utilized for Shiitake bed―logs,because the
mycelial grollrth of Shiitake on thier salvdust is moderately successful.
1.緒  言          2.実 験 方 法
ンイタケ産業の飛躍的な発展とともに, シイタケ原木  2 1 供 試 菌
の不足が深刻化し,原木の安定供給が望まれている。こ  市販の種菌 (菌興514号)より分離 したシイタケ
れに対処して各地方で原木林の育成に力が注がれている  (L9研J,■s¢Jοじ9s(Berk)Sing.)を用いた。菌株は
が,現段階では不十分であるよ)           pepton_malt extract寒天培地で25℃,10日間平面培養
一方,低質広葉樹とよばれる未利用広葉樹のほとんど したものを用いた。
はパルプ用原料として伐採・売買されているにすぎず,   2.2 供 試 材
その伐採跡地は有用針葉樹への転換が行われている。ま  Table l lこ示される広葉樹26樹種,針葉樹4樹種を
た,針葉樹林から生産される間伐材は材質や価格等の点 用いた。広業樹は昭和54年10月,針葉樹は昭和53年5月
から利用されないまま林地内に放置されている場合もあ に伐採した。ニセアカシアは鳥取大学湖山演習林にて,
る。                         その他の樹種はすべて′島取大学蒜山演習林にて伐採した。
近年, このような未利用材の有効利用に関する研究が  クヌギはコントロールとして用い, ノグルミ, アカシ
各方面から進められているよ'7,11,13,14)この一環として, デ,ハンノキ,カシワ, ミズナラ,コナラ, クリ, ヌル
ここでは低質広葉樹および針葉樹間伐材のシイタケほだ デなど従来からほだ木として使用されている樹種はクヌ
木への適用について検討を行った。           ギと比較するために供試した。
半鳥取大学農学部林学科木材工学及林産化学研究室
D9PαTヶη?″ι 9′ FoT9SιTg, F9c″どり OF/1gT'c″力″T9, ToケιοTJ E/2J99 TdJを
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Table l  llrood species tested fOr the suitability
for shiitake bed-10gs.
Scientific name 」apanese name
HardwOOds
Pο?″ゼTs sけ9bοザ
'テ
, ?liq.
プ″sゼtl,s ttα,JsCんtrTテcα ?laxim.
subsp.s'9う。′,,α2α Kitam.
PJαttCCTgα s,TOb,どα¢Tα
Sieb et Zucc.
Cα″P'打″S′α″ヵ宅οTα BIume
A′″″∫ブapοtlJCC Steud.
Q■9Tctts,ctιJSSJtta carr.
Q.'9,ιαια Thunも,
Q.cT'sP,′α Blume
Q.sθTTαια Thunb.
Cαsια″θc cT?″αια Sieb.et Zucc,
MOr″s bοttb♂cJs KOidz.
Mα
=η
οん9んοう,s DC.
〃。sαんcゎ′Jα Maxim
〃.οbουαォα Thunb.
PT2″υs sαT=92ιけJ Rchd subsp.
,αηαSα々 VTα ohwi
4あJz″Jαヵ′JbT Js sれDurazz.
Rοbz2Jα ps¢″」ο―αむ。c,αL.
P/D?′′ο」¢2,Tο″α切″″¢″S? Rupr.
Rん2S,αυ,Jcα L.
rJ?″切,cTopο,α Miq.
IP¢,22c″どοsα Miq.
/1ひ9T ttο″ MaXlm.
/4cα,ιんοPα″α″SCげαJο2んyゼどοJ,9s
Fr.&Sav.
CοT,vs cο,ιTOυ¢TSα Hemsl,     Mizuki
Cザ?ιんrαう。TbJ,ぞTυJs sieb et Zucc Ryobu
S″″α″ ブαpο″JCtI Sieb et Zucc     EgonOki
SoftwOOds
LαTテ″′?ριοど9PJs GOrb   '
P加,s,9,s√′οTa sieb.et Zucc.
CTgPιο阿9Tげαすo2ο″
'Cα
 D.DOn
Cttαttα9cypαT,s οbtts,Endl.
35～60meshの本粉を調製した。各木粉に水を加え,合
水率を約70%に調整し,外径9 cmのシャー レに入れ,120
℃で20分間オートクレーブした。培地が完全に冷えた後,
あらかじめ用意しておいた供試菌そうを直径5 mmのコル
クボーラーで打ち抜き,その一片を供試木粉培地の中央
部に接種した。接種後,25℃で12日間培養し, シイタケ
菌のコロニー直径を測定し, クヌギ辺材培地における菌
糸の伸長を100として,各培地における生長指数を次式
により算出した。同時に,菌糸密度を肉眼観察し, 3段
階表示した。
生長指数
各培地のコロニー直径(mm)_5(mm)×100
クヌギ辺材培地のコロニー直径備耐-5伍0
2.3.2 抽出処理木粉培地における生育試験
抽出成分の影響をみるために,広葉樹については温水
抽出処理を施 し,抽出処理木粉培地における生長指数を
求めるとともに,処理の効果について検討した。生長指
数は2.3.1と同様にクヌギ無処理辺材をコントロール
として算出した。抽出処理の効果は処理木粉の生長指数
と無処理木粉の生長指数の差から求め, この差が0～10
のときは(1), 11～20は(2), 21～30は(3), 31～40を(4)と
し,生長が増加したものはl■l,減少 したものはllとし
て表示した。
針葉樹については,温水抽出およびエタノール・ベン
ゼン (1容:2容)抽出処理を施 し,各処理木粉培地に
おける生長指数を求めた。また,生育阻害成分が含まれ
ていると考えられるエタノール・ベンゼン抽出物につい
ては次のような生育阻害試験を行った。
クヌギ辺材の無処理木粉35gに各樹種のエタノール・
ベンゼン抽出物約lgを混入し,含水率を調整し,上記
と同様にして生長指数を算出した。
なる,各抽出時間は温水抽出3時間,エタノール・ベ
ンゼン抽出6時間とした。
3.結果および考察
3.1 広葉樹材についての検討
3.1.1 無処理木粉培地における生育
Table 2に示すように,従来からほだ木として使用さ
れている樹種の辺材無処理培地における生長指数は, ク
リで72,4とやや低い値を示したものの,その他の樹種で
はすべて85以上を示 した。このことは,生長指数がほだ
木選出の一指標となることを示唆している。その他の樹
種では,ヤマグワ, タムンバ,ヤマザクラ,ニセアカシ
Yamanarashi
Onigurumi
Nogurumi
Akashide
HannOki
Kunugi
Kashiwa
M izunara
KOnara
Kuri
Yamaguwa
KObushi
Tamushiba
Hoonoki
Yamazakura
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Nurude
AOhada
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HinOki
なお,ここでは針葉樹間伐材については辺材のみを供
試した。
2.3 培地の調製および培養方法
2,3.1 無処理木粉培地における生育試験
原木を辺材と心材に分け,それぞれウィリーミルにて
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Species SapwoOd Heartwood
Table 2 GrOwth oF Shiitake―fungus on
hardwood media.
各培地における菌糸密度は Table 2のように,従来か
らほだ木として使用されている樹種の辺材では高く,ほ
とんどのものが ■l―rを示 した。このことは,ほだ木選
出の際に菌糸密度も重要な因子であることを示 している。
その他の樹種で高い菌糸密度を示したものは,辺材では
ヤマグワ,ニセアカシア,心材ではクリ,ホオノキ,ヤ
マザクラ,ネムノキ,ニセアカンア,コシアブラがあげ
られる。
以上,生長指数と菌糸密度の観点から,ほだ木原木と
して利用可能と考えられる樹種は,コブシ, タムシバ,
ホオノキ,ヤマザクラ,ニセアカシア,アオハダ,イタ
ヤカエデ,エゴノキがあげられる。この他,樹度の厚さ
もほだ木原木の重要な要件であり,樹皮の薄いイタヤカ
エデでは流れほだが多く,茸の形状が小粒であるという
報告があるよ
2)さらに, 材の蓄積量も重要であり, これ
らを考慮に入れると,上記の樹種の中ではニセアカシア
が有望視される。
ニセアカシアは】巴料木として植栽されており,生長が
速く,蓄積量は十分と思われる。しかし,心材が大きい
ためにクリと同様に茸の発生が早く,ほだ木の寿命が短
い傾向がある8)と考えられるが,生長指数等からクリと
同程度あるいは, それ以上の収量が期待でき,代替原木
として十分使用可能と考えられる。
3.1,2 温水抽出処理の効果
Table 3に示すように,無処理木粉培地で生長のよか
ったほとんどの樹種で生長が低下した。特に,アカシデ,
クヌギ,ヌルデ,イタヤカエデ,エゴノキの各辺材にお
いてその傾向が著しく, これらの樹種における良好な生
長は糖類や有機酸等の水溶性成分によって支持されてい
ると考えられる。
一方,無処理木粉培地で生長の悪かった樹種の生長が
増加した。特にネムノキ辺材,キハダ心材において処理
効果が大きく現れ,温水抽出物の阻害性が考えられた。
クリ心材においては, タンニンの除去によるかなりの効
果が期待されたが,処理効果は (+1)にとどまった。
クリ心材の場合, タンニンの除去にはさらに徹底した抽
出処理が必要であると思われた。
温水抽出処理を施 した木粉培地での菌糸密度は,無処
理木粉培地におけるものより低かった。このことは,菌
糸密度に糖類や有機酸等の水溶性成分が関与しているも
のと考えられるが,この点についてはさらに詳細な検討
が必要であろう。
3.2 針葉樹間伐材についての検討
Fig lのように,針葉樹材の無処理木粉培地における
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31.2*( 十 )料
64.8(4-r)
95.9(‖)
99.6(■l―I‐)
98.6(料)
100.0(料)
89.9(‥)
90.1(‥)
86.0(‥)
72.4(‖)
91.6(料)
74.7(料)
86,7(料)
64.3(帯)
81.7(料)
20,3( +)
75,1(料)
53.9(料)
110.2(+)
84.6(‖)
57.6(‖)
97.3(‖)
58,7( 十 )
74.5(+)
41.5(十)
92.3(料)
87.8(帯)
38=8( + )
88.5(帯)
90.1(十+)
45.1 (料)
59.5 (■引卜十)
30.6(‖)
19.9(十)
54.1(‥)
44.0(料)
26.8(‥)
61.4(料)
5,1(‖)
64.4( + )
85.3(4-r)
27.6(料)
■  GrOwth index
** ヽlycelial density.卜Iycelial density is represented
as followsI(+)一th in,(1+)一medium,(―H+)
一dense.
*キ*H/OOd species wihout heartwood Or with a smaH
anount of it,
アゥイタヤカエデ,エゴノキの各辺材において高い生長
指数を示 し,原木として使用 した際に,シイタケ菌の速
やかな活着が期待できると考えられる。
辺材と心材を比べると,オニグル ミ,ネムノキを除い
て,一般 にいわれるように心材では生長力洗 っているF'6)
これは心材成分の影響によると考えられる。心材に耐朽
性 を付与 している成分としては,クリの tanninl)ヤマグ
ワの morinr)oxyresveratrO1 5)等が知 られている。
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Table 3  GrOwth Of Shiitake―fungus on hOt
water extracted hardwOOd media
Species SapwOOd HcartwOOd
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* Growth index.**キref,to Table 2.
**Treatment effect When the differencc(Dbetween
bOth grOwth indexes ranges from zero to ten,one
is assigned fOr treatment effect(TE),and when
10≦D<20, TE is 2,and sO On,Plus means that
the mycelial grOwth increased with a hot―water
extractiOn, and minus means that the mycelial
grOwth decreased,
生長はカラマツ,スギでは良好で,アカマツ,ヒノキで
は劣っていた。
温水抽出処理の効果はあまり顕著ではなく,アカマツ,
ヒノキでは阻害成分が除去 される効果 (プラスの効果)
となって現れ,逆にカラマツ,スギおよびコントロール
のクヌギにおいては来養成分が除去 される効果 (マイナ
スの効果)となって現れた。エタノール・ベ ンゼン抽出
Karamatsu Akamatsu Sugi   Hinoki  Kunugi
Fig。l  GrOwth index Of Shiitake―fungus
on softwood media
l  i nOn―treated medium
%hOt―water extracted medium
■■■ どthanol―benzene extracted medium
A:Karamatsu
B:Akamatsu
C:5ugi
DiHinoki
Eicontrol
no addition of
Oxtractives
Fig.2  Effect of ethanOl―benzene extractives
of softwoods On the grOwth of Shiitake
fungus.
処理はクヌギではマイナスの効果となって現れたが,針
葉樹材においてはすべてプラスの効果となった。特に無
処理木粉培地で生長の悪かったアカマツ, ヒノキで,そ
の効果が顕著であった。
そこで針葉樹材については,その阻害成分が主にエタ
ノール・ベンゼン抽出物に含まれると考え,生育阻害試
験を行った。Fig.2より,予想されたとおり,針葉樹材
48.2*(+2)料
61.1(-1)
93.6(-1)
82.9(-2)
92,2(-1)
84.8(-2)
09.2(+1)
97.6(+1)
93.0(+1)
88.2(+2)
88.5(-1)
60.8(-2)
76,9(-1)
55.5(-1)
84.1(+1)
48,2(+3)
67.5(-1)
58.7(+1)
92.0(-2)
71.1(-2)
65.9(+1)
73.0(-3)
58.2(-1)
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63.5(+2)
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35.4(+4)
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36.0(+1)
?
?
?
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?
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ョ
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
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」
?
岸本 潤・西野直樹・作野友康・古川郁夫
のエタノール・ベンゼン抽出物はすべてシイタケ画の生  針葉樹材のエタノール・ベンゼン抽出物は菌糸の生長
育を阻害することが分った。特に,エタノール・ベンゼ を阻害することが明らかになった。しかし, カラマツお
ン抽出の処理効果が大きかったアカマツ,ヒノキで,そ  よびスギの辺材の阻害性は小さく,適切な栽培管理を行
の傾向が顕著であつた。アカマツ辺材の阻害成分はフェ えば,ほだ木原木として利用可能と思力れる。
ノー ル類および脂肪酸
'0)ス
ギ材ではフェルギノー ル,
文     献スギオール等15)が矢日られており, ヒノキ材についても最
近研究が進められているよ)              1)古川郁夫・松本恵美子・作野友康・岸本 潤 :第30
近年,カラマツ,スギ間伐材を用いたシイタケの栽培   回日本木材学会大会要旨集,p62(1980)
試験が盛んに行われつつあるξ'14)本実験において,カラ  2)今村博之 :木材工業,18 160-165(1963)
マツ,スギの辺材の阻害性は小さく,子実体の発生は可  3)井上嘉幸 :木材の劣化と防止法・森北出版,東京
能と考えられる。しかし,実用的にほだ木原木とする場合,   (1972)p.45
最良原木とされるクヌギやコナラとの樹皮の状態や理化 4)金城一彦・近藤民雄 :第30回日本木材学会大会要旨
学的諸性質の相違を考慮に入れ,従来どおりの栽培管理   集,p.211(1980)
を行うのではなく,これらの樹種に合った道切な栽培管  5)近藤民雄・伊藤博之・須田元茂 :農化,32 1-4
理を行う必要があろう。                  (1958)
4.結     論           ,1禁岡誓TT末奪繁三青部嶺明霙『豊:;督禁集材学未利用広葉樹および針葉樹間伐材について,シイタケ   会大会要旨集,p144(1980)
ほだ木適性を検討するために,無処理木粉培地,温水抽 8)森 喜作 :シイタケのつくり方・農山漁村文化協会 ,
出木粉培地さらに針葉樹材についてはエタノール・ベン   東京 (1977)p.84
ゼン抽出処理した本粉培地を用いて,シイタケ菌の生育  9)日本きのこセンタT:菌茸,22(7)20-25(1976)
試験を行った。                    10)大賀祥治・田畑武夫・近藤民雄 :木材誌,23459-
その結果,従来からほだ木として使用されている樹種   463(1977)
の辺材における生長指数と菌糸密度は共に高く,これら ■)佐々 木 光・瀧野真二郎 :京都大学本材研究資料,
がほだ木選出の際の指標となることが明らかになった。    No.13 47-58(1979)
供試未利用広葉樹では,これらの因子および樹皮の厚 12)信太 寿・中村米松・小田 清 :北海道林産試月報,
さや材の蓄積量などを考慮した場合,ほだ木原木として   No.262 ■-14(1973)
適していると思われるものはニセアカシアであった。   13)瀧野真二郎・佐々木 光 :京都大学木材研究資料,
広葉樹材に施 した温水抽出処理は,無処理木粉培地で   No.14 99-104(1979)
生長のよかった樹種の生長を減少させた。このことから, 14)田島俊郎・篠田善彦・柘植 宏 :第30回日本本材学
これらの樹種における良好な生長には栄養成分として水   会大会要旨集,p.202(1980)
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